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国独評委（教）
業務実績評価調書－通知及び公表まで委員限り－

平成１３年度業務実績評価：独立行政法人航海訓練所

業務運営評価

項 目 着 実 な 着 実 な 着実な実施状況にないと認 その他のコメント等
実 施 状 実 施 状 められる理由
況 に あ 況 に な
る い

①次世代対応練習船について建造１．業務運営の効率化に関する目
契約が締結されるとともに、既存標を達成するためとるべき措置
練習船には計画どおり訓練機材が（１）組織運営の効率化の推進
整備されている。○
②今後とも、平成１６年度の船隊
の再編・整理に向け、着実に計画
を進めることが必要である。

人事交流の目標値４４名に対し（２）人材の活用の推進
３６名の実績であったが、平成１
４年度については既に３３名実施
しているという状況に加え、今後○
一層の努力を進めるということか
ら、中期計画の達成に向け着実な
実施状況にあるといえる。
①計画的な訓練機材の整備が実施
されるとともに、次世代対応練習（３）業務運営の効率化の推進
船の建造が開始されている。・航海訓練の効果的かつ効 ○
②今後とも、平成１６年度の船隊率的な実施
の再編・整理に向け、着実に計画
を進めることが必要である。
平成１３年度の検討の結果、平・施設管理業務等の外部委

成１４年度から自動車運転業務の託の検討
一部が外部委託されることとなっ・一般管理費の抑制 ○
たほか、一般管理費抑制の推進役
となる船陸間の情報通信ネットワ
ークの整備が進められている。
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内・外航業界の意見を練習船の２．国民に対して提供するサ－ビ
教官に迅速に周知徹底する努力がスその他の業務の質の向上に関
なされている。また 「内航船員する目標を達成するためとるべ 、
養成における即戦力化等に係る検き措置 ○
討委員会」の検討状況を踏まえ、（１）航海訓練の実施
海員学校の実習生に対する航海訓・訓練課程の設定並びに実
練が見直されている。習生の適正な配乗計画の

具体化
三級海技士養成に係る見直しに( )a 訓練課程及び指導要領の見

ついては商船大学用は終了し、商直し
船高専用は作業中であり、四級海○
技士養成については見直しに必要
な運航実態の把握に努めるなど計
画どおり進められている。

①実習生の受入実績等を踏まえた( )b 実習生の適正な配乗計画と
配乗が計画されたほか、５隻体制受入計画
への船隊再編後の受入・配乗に関
し各船員教育機関との調整が計画
どおり開始されている。○
②今後とも、平成１６年度の船隊
の再編・整理に向け、着実に計画
を進めることが必要である。

実習生に対する再指導の徹底な( )c 訓練の達成目標
どにより、訓練課程の修了実績は○
目標値の９８％に対し９９．１％
となっている。
①各練習船の訓練機材の整備につ( )d 訓練機材の整備
いて計画どおり実施されている。
②運航機材で、契約は終わってい
るものの、整備の実施が翌年度回
しとなっているものがあるが、年○
度内に契約しただけでは業務を達
成したことにはならないという認
識を持つ必要がある。

従前の意見交換に加え、内航業( )e 意見交換会の開催
界、外航船社等関係機関との定期
・不定期の意見交換が積極的に実○
施されたことから、開催回数は目
標値を大きく上回っている。
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①アンケート調査表の作成、アン( )f 実習生による評価
ケートの試行及び調査表の改善が
なされるともに、アンケート結果
を実技教育の充実に反映させてお
り、次年度以降の定常的な評価の○
準備が整えられている。
②この種の評価は、フィードバッ
クの早さが重要である。来年度以
降、一層の早い対応を希望する。

①従前の研修に加え、内航船での( )g 職員研修
計画的な乗船研修等が実施された
ことから、実績は目標値を大きく
上回っている。
②研修内容が自己啓発のためのも○
のか、職務上必要なものか、公費
の支出の観点から峻別して実施す
ることが必要である、という意見
もあった。

年度計画に従い、船舶運航安全( )h 安全管理の推進
管理システムのサブシステム及び
健康保持増進計画の基本方針等が
策定されたほか、安全衛生に関す○
る季刊紙を発行し、意識啓蒙が図
られている。

①年度計画に従い、内部評価委員( )i 自己点検・評価体制の確立
会規程が整備されたほか、内部評
価の一環として各練習船に対する
教育査察が実施されている。
②中期計画には自己点検・評価に○
より、現状を点検・評価するとと
もに将来的改革の方向をも検討す
るとされており、後者にも確実に
フィードバックさせていくことを

。特に希望する
独自研究及び共同研究ともに実（２）研究の実施

績は目標値を上回っている。( )a 研究件数
○
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ネットワークの活用により、研( )b 研究体制の充実と研究活動
究データの共有化等が図られ、まの活性化
た、船陸間で横断的に連携する研
究グループ体制の導入により研究○
体制の弾力化が図られたほか、研
究課題評価要領が全面的に改訂さ
れている。

目標値である研修員の受入１５（３）成果の普及・活用促進
機関６０名、船員教育専門家の派( )a 技術移転等の推進に関する
遣２名、専門分野の委員派遣１９業務
、 、名 国際会議への参画１件に対し

実績はそれぞれ１１機関９０名、○
５名、１８名、１件であり、中期
計画の達成に向け、概ね着実な実
施状況にあるといえる。

論文発表及び学会発表ともに実( )b 研究成果の普及・活用促進
績は目標値を上回っている。

○

目標値である一般公開２５回、( )c 海事思想普及等に関する業
練習船見学会１５回に対し、実績務

、 、はそれぞれ３６回 １１回であり
後者は目標を下回っているが、次
年度以降、見学会について斡旋・
協力している関係機関との連携を○
更に深めるとともに、法人として
も独自に開催していくこととして
いることから、着実な実施状況に
あるといえる。

新たなパンフレットの作成、ホ( )d 広報活動の推進
ームページの開設、情報開示のた
めの閲覧室の設置、広報誌の刊行○
等が計画どおり実施されている。
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①運航実務研修費、乗船実習証明２．予算、収支計画及び資金計画
書の再発行手数料及び講師料の徴（１）自己収入の確保
収が開始されるとともに、実習生
を委託している各教育機関等から
の受託料の徴収について調整が始
められている。○
②受託料収受について、今後、積
極的に調整を進めていく必要があ
る。

（２）予算

○

（３）収支計画

○

（４）資金計画

○

※平成１３年度は該当なし４．短期借入金の限度額

－

※平成１３年度は該当なし５．重要な財産の処分等に関する
計画

－

※平成１３年度は該当なし６．剰余金の使途

－
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①年度計画に従い、次世代対応練７．その他主務省令で定める業務
習船の建造仕様書が作成され、建運営に関する事項
造契約が締結されている。( )１ 施設・設備に関する計画
②今後とも、平成１６年度の船隊○
の再編・整理に向け、着実に計画
を進めることが必要である。

①年度計画に従い、次年度以降の( )２ 人事に関する計画
人員抑制計画が策定されるととも
に、予備船員制度確立後の休暇管
理についてシミュレーションが行
われている。
②今後とも、平成１６年度の船隊
の再編・整理に向け、着実に計画○
を進めることが必要である。
なお、その際には運航設備が近

代化されている練習船の現状を踏
まえ、検討を深めていく必要があ
。る

順 調 おおむね順調 要 努 力

判 断

○

＜記入要領＞・該当欄に○を付す。着実な実施状況にない欄に○を付した項目においては、該当欄に理由を記述する。
＜判断要領＞・着実な実施状況にある欄のすべての項目について○の場合には順調欄に○を付し、○の項目が７割以上の場合に

はおおむね順調欄に○を付し、○の項目が７割未満の場合には要努力欄に○を付す。
・なお、その他委員からの特筆すべきコメント等があれば、下欄に記述する。

【その他のコメント等】
特になし。
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国独評委（教）
業務実績評価調書－通知及び公表まで委員限り－

平成１３年度業務実績評価：独立行政法人航海訓練所

個別業務評価（アカウンタビリティ評価）

判 断 の 観 点 判 断

①主要業務が目的志向的に企画立案・
実施されているかどうかについて、
自己評価において十分な説明がなさ
れているか。

良好 ・ 要努力
②国民への説明責任を果たす上で、自
己評価結果がわかりやすいものにな
っているか。

③適切な自己評価体制や実施方法が確
立されているか。

＜記入要領＞
・上記①から③の判断の観点を考慮し、総合的に判断。
・ 法人の行う自己評価が説明責任を果たしているものかどうか」について、特段の問題「
なしと認められる場合には、判断欄の良好に○を付し、それ以外の場合には判断欄の要
努力に○を付す。

・判断欄の要努力に○を付す場合には、下欄にその理由を記述する。

【要努力と判断した理由】

・なお、その他委員からの特筆すべきコメント等があれば下欄に記述する。

【その他のコメント等】
特になし。
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国独評委（教）
業務実績評価調書－通知及び公表まで委員限り－

平成１３年度業務実績評価：独立行政法人航海訓練所

総合的な評定

業務運営評価 個別業務評価 総合的な評定
（アカウンタビリティ評価）

順 調 ２ 良 好 １ ３

２
おおむね順調 １

１

要 努 力 ０ 要 努 力 ０ ０

【自主改善努力について】

業務実績報告書に記載されている自主改善努力については、法人が自主改善の努力を行っていることは認めるものの、

独立行政法人であれば実施して当然であるといった事項や、中期計画に沿った業務実績の範ちゅうにある事項が多く、活

動が意欲的かつ前向きで、優れた実践事例として外部にもアピールできるような特別の事項とまではいえないため 「相、

当程度の実践的努力が認められる」とはしない。

・なお、その他委員からの特筆すべきコメント等があれば下欄に記述する。

【その他のコメント等】
中期計画では、船隊の再編・整理を図ることとしている平成１６年度を目途として達成していく項目が多々あるので、

各年度の実績評価にあたって、そのことに十分留意しておくことが必要である。


